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と報市
ぐ

％

昭和38年9月15日

第83号　　　一　　1一

今月の納税

人口50，550
　　男　24，012

　　女　26，518

世帯数　　9，662

z

固定資産税（第3期）

　納期9月30日

牧
納
率
94
％
に
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　自

主
納
税
に
よ
る
陥
剰
三
十
七
年

度
市
税
収
納
率
は
九
十
四
％
に
上
昇

市
で
は
昭
和
三
十
七
年
六
月
一
日
か

ら
訪
問
徴
収
を
廃
止
し
納
税
者
直
接

市
役
所
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
自
主

納
税
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
納
税
者
各
位
の
絶
大
な
る
理

解
と
ご
協
力
と
に
よ
り
収
納
成
績
九

十
四
％
と
咋
年
に
比
べ
一
％
の
上
昇

を
得
る
こ
と
の
出
来
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
を
申
し
上
ま
す
。
な
お
照

相
三
十
七
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
し
た

市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
に
九
十

七
％
と
い
う
高
収
納
成
績
で
あ
り
ま

し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
百
人
の
納

税
者
中
三
人
の
割
合
で
滞
納
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
市

政
施
行
以
来
納
税
し
や
す
く
、
し
か

も
忘
れ
す
確
実
に
納
税
出
来
る
方
法

と
し
て
ご
承
知
の
納
税
組
合
補
助
金

交
付
規
程
を
定
め
て
、
納
税
組
合
の

普
及
並
び
に
組
合
納
税
を
お
す
す
め

し
納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
未
加
入
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
町
内
叉
は

職
場
の
納
税
組
合
に
加
入
し
納
税
下

さ
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま

す
。
納
税
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
市
発
展
の
原
動
力
で
あ
り
ま
す
市

税
の
重
要
性
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し

て
、
一
日
も
早
く
滞
納
の
な
い
十
日

町
市
実
現
の
た
め
特
段
の
ご
協
力
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て
不
明
不
審
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
遠
慮
な
く
税
務
課
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

第
五
回
臨
時
市
議
会

10

月
末
ま
で
に
設
計

　
　
　
　
　
　
し
尿
処
理
場
建
設

設
株
式
会
社
（
東
京
）
の
請
負
契
約

締
結
に
同
意
を
得
た
の
を
は
じ
め
、

市
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
委
員
会

付
託
と
な
っ
た
ほ
か
、
し
尿
処
理
場

建
設
の
設
計
業
務
等
委
託
の
契
約
締

結
は
、
設
計
料
三
百
十
万
円
で
日
本

水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
東
京
）
に

決
ま
り
十
月
末
日
ま
で
に
設
計
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
尚
こ
れ
に

伴
い
敷
地
と
し
て
、
信
濃
川
上
島
地

覇
葬
（
約
奮
七
＋
九
万

｝
円
）
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

π
．
｝
　
　
　
　
ー

ー
I
　
　
　
i

｝
一
人
権
擁
護
委

㎝
員
に
小
林
氏

一
　
昭
利
三
卜
八
年
八
月
一
日
、
十
日

『
梨
下
柔
口
小
林
響
ん
摸

蔀躰験馨繕．

鰭

㎜一
ら
せ
し
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

　
第
五
回
十
口
町
市
臨
時
市
議
会
は

去
月
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
開
き

下
条
小
学
校
体
育
舘
新
築
工
事
請
負

契
約
締
結
、
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
し
尿
処
理
場
建
設
に

伴
う
設
計
業
務
等
委
託
の
契
約
締
結

な
ど
十
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
下
条
小
体
育
舘

の
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
生
研
建

舜
讐
し
・
畠
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
を
図
る
た
め
に
置
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
次
の
問
題
で
お
困

一
り
の
方
は
、
無
料
か
つ
他
に
も
れ
る

τ
籍
対
に
婁
せ
ん
か
婁

一心し
て
お
気
軽
に
そ
の
自
宅
へ
相
談

に
お
出
掛
下
さ
い
。

【一
　
私
的
制
裁
、
人
身
売
買
、
村
八
分

強
制
圧
迫
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の

侵
犯
、
酷
使
虐
待
、
差
別
待
遇
、
生

活
権
の
侵
犯
、
そ
の
他
お
困
り
の
問

題
。

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
一
も
、
禁
治
産
者
、
禁
銅
以
上
の
刑
に

見
通
・
明
・
・
北
越
線

　
　
　
　
　
市
長
記
者
会
見
で
語
る

去
る
七
日
の
記
者
会
見
で
村
山
市

長
は
北
越
線
問
題
、
直
江
津
、
十
日

町
、
六
日
町
二
級
国
道
改
良
工
事
な

ど
に
つ
い
て
見
通
し
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
説
明
し
ま
し
た
。

◎
北
越
線
建
設
問
題
、
北
越
線
建
設

一
期
成
同
組
合
役
員
会
に
出
席
建
設
線

「編入
の
早
期
実
現
を
要
請
し
た
が
、

同
線
は
す
で
に
航
空
測
量
も
終
り
近

藩
済
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
地
形
や

地
質
の
ほ
か
、
経
済
効
果
等
を
調
べ

る
も
の
で
国
鉄
側
で
実
施
さ
れ
る
。

路
線
は
、
松
代
経
由
は
確
定
的
で
思

っ
た
よ
り
も
早
く
実
現
で
き
そ
う
だ

◎
直
江
津
、
十
日
町
、
六
日
町
線
改

良
問
題
五
ヵ
年
計
、
画
で
巾
八
・
五
屑

の
道
路
に
改
良
さ
れ
る
が
、
十
数
億

の
予
算
で
明
年
度
か
ら
の
実
施
が
内

定
し
て
い
る
。
な
詫
八
箇
ト
ン
ネ
ル

は
千
三
百
麿
建
設
省
直
轄
で
行
な
わ

れ
る
。

基
本
選
挙
人

譲点顕欝編≦収穫の秋ζ濠観蝶欝
心配されたイモチも天候の回復で大した被害もなく作柄はますますのと
ころ、新潟気象台発表による今後のお天気は中旬では概して晴れの日が
多く、前半は周期的、後半はやΣ安定した天気が期待できそうです。気
温はや＼高目、降水量は並かや＼少な目、日照は多いということ。下旬
は天気の変化が早くなり一時ぐすつくことがあり、気温は並、後半は一
時低目の日があり、降水量は並かや＼多目、日照は並かや＼少な目でし
よう。　（市内中条所見）

毎
年
九
月
＋
五
日

現
在
で
基
本
選
挙
人

名
簿
を
調
製
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
今
年
も
こ

の
名
簿
調
製
に
あ
た

っ
て
、
嘱
託
員
を
通

じ
て
各
世
帯
に
名
簿

登
録
申
請
用
紙
を
配

布
し
、
九
月
十
五
日

ま
で
に
委
員
会
に
申

請
書
を
提
出
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
お
り

ま
す
。
こ
の
基
本
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
資
格
要
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る

　
こ
と
。

②
昭
和
三
十
八
年
十

　
二
月
二
十
四
日
で

　
年
令
満
二
十
才
以

　
上
で
あ
る
こ
と
。

名
簿
調
製

　
へ
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
一
口

　
以
前
に
生
れ
た
も
の
）
。

③
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る

　
こ
と
。
　
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
十

　
五
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
市
内
に

　
住
所
を
有
す
る
者
）

　
以
上
の
資
格
要
件
を
備
え
た
者
で

処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
る

ま
で
の
者
等
は
、
登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん
。

十
月
一
日
は

　
　
　
住
宅
統
計
調
査

　
来
る
十
月
一
日
に
は
、
全
国
的
に

大
規
模
な
住
宅
統
計
調
査
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
私
共
の
生
活

が
著
し
い
成
長
を
見
ま
し
た
。
衣
食

の
両
生
活
面
で
は
質
的
に
も
、
叉
量

的
に
も
、
戦
前
の
水
準
を
こ
え
る
ま

で
の
充
実
を
み
た
が
、
こ
れ
に
く
ら

べ
住
生
活
の
面
で
は
、
人
口
の
都
市

へ
の
集
中
地
価
の
高
謄
に
よ
る
、
毛

一
を
阻
害
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

［・
こ
の
よ
う
な
住
宅
の
絶
対
騒
、
の
不
足

は
、
今
日
解
決
す
べ
き
住
宅
問
題
の

’
う
ち
で
も
と
く
に
重
要
な
、
し
か
も

粛
蓼
琴
る
問
題
で
あ
り
・
謬

葱
水
準
の
需
上
庭
老
な

『
う
住
宅
の
質
的
向
上
に
対
す
る
欲
求

「一
に
適
応
し
た
住
宅
の
質
的
整
備
の
問

一一
畢
緩
す
べ
き
諸
嬰
ひ
か

一
え
て
レ
る
　
こ
れ
ら
住
宅
問
題
を
解

　
㎜
決
す
べ
き
施
策
の
基
礎
資
料
を
調
査

一
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

「｝
こ
の
調
査
の
内
容
は

一
①
住
宅
に
関
す
る
も
の

一
②
設
備
に
関
す
る
も
の

　
③
敷
地
に
関
す
る
も
の

　
④
世
帯
に
関
す
る
も
の

地
の
取
得
難
等
、
住
宅
事
情
の
改
善
一
で
あ
り
、
こ
の
調
査
の
時
期
は
、
九

身
体
障
害
者
手
帳
の
更
新

今
月
末
か
ら
巡
回
相
談

＝
の
ほ
ど
全
国
蒼
、
昭
型

｝十九
年
九
月
一
日
以
前
に
身
体
隠
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
す
べ
て

一
に
つ
い
て
手
帳
の
替
新
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
昭
和
三
十
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
こ
れ
を
完
了
し
な

締
謎
綴
麓
簾
難

る
方
は
、
次
の
こ
と
に
囲
意
さ
れ
て

更
新
手
続
を
済
ま
し
て
下
さ
い
。

「
、
更
新
手
続
を
し
な
く
て
は
な
ら

一　な
い
方

　
昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日
の
日
附

一
　
付
以
前
の
手
帳
を
所
持
し
、
又
は

　
亡
失
し
て
い
る
者

一
◎
繍
艀
擁
軌
濃
甜
講

台
風
災
害
と
税
金

　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
　
　
の
国
税
に
未
納
の
あ
る
人

し
た
。
万
全
の
備
え
は
な
さ
れ
て
い
　
　
②
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
あ
る

る
こ
と
で
し
ょ
う
が
不
幸
に
し
て
災
㎜
　
人

害
を
受
け
た
方
に
は
税
務
署
と
し
て
　
　
③
給
与
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
を
う

も
種
ル
の
救
済
方
法
を
講
じ
た
い
と
一
　
け
て
い
る
人

考
え
て
記
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
該
　
　
④
相
続
税
、
贈
与
税
の
延
納
中
の

当
す
る
方
は
、
国
税
通
則
法
を
は
じ
　
　
　
人

め
災
害
減
免
法
、
所
得
税
法
等
の
規
2
直
続
税
の
申
告
前
に
相
続
し
た
財

定
に
よ
っ
て
税
の
減
免
、
徴
収
の
猶
曽
　
産
に
被
害
の
あ
っ
た
人

予
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
被
災
後
3
今
年
贈
与
を
う
け
た
財
産
に
被
害

な
る
べ
く
早
く
税
務
署
ま
た
は
、
市
　
　
の
あ
っ
た
人

役
所
税
務
課
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
　
4
事
業
用
財
産
に
被
害
の
あ
っ
た
人

1
災
害
を
受
け
た
と
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

　
付
年
月
〔
が
照
和
二
十
九
年
九
月

［
　
一
日
以
前
に
な
っ
て
い
る
も
の

◎
他
の
都
道
府
県
が
発
行
し
た
前
記

　
に
該
当
す
る
手
．
帳
を
所
持
し
、
父

　
は
亡
失
し
て
い
る
者
、
及
び
、
そ

　
の
転
入
の
手
続
を
終
え
て
い
な
い

　
者
2
、
そ
の
他

◎
．
更
新
手
続
の
円
滑
を
図
る
た
め
、

月
二
十
四
H
か
ら
九
月
三
十
日
迄
準

備
調
査
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
月
七

日
ま
で
実
施
調
査
で
あ
り
ま
す
。
そ

璽
馨
を
蔵
い
す
る
毫
へ
調

一
査
員
の
方
が
訪
問
し
ま
す
か
ら
、
御

ぬ

一
手
数
で
も
調
査
票
の
作
成
に
御
協
力

｝
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
調
査
区
は
▽
仙
之
山
▽
嘉
勝
焼

野
▽
三
ッ
山
▽
中
条
新
田
梅
沢
▽
中

条
上
町
▽
太
子
堂
▽
塚
田
八
幡
▽
四

日
町
新
田
三
▽
本
晴
六
丁
目
▽
稲
荷

町
二
T
H
▽
昭
和
町
四
丁
目
▽
袋
町

西
▽
高
山
篇
四
▽
高
山
第
二
▽
北
鐙

坂
三
▽
高
島
三
▽
川
治
下
町
二
▽
中

村
▽
姿
▽
土
市
▽
太
田
島
▽
馬
場
▽

六
箇
…
地
。

　
各
地
区
短
に
巡
回
相
談
に
九
月
未

　
か
ら
十
一
月
半
ま
で
の
間
に
実
施

　
す
る
予
定
、
日
程
に
つ
い
て
は
後

　
日
通
鄭
い
た
し
ま
す
。

◎
．
更
新
手
続
の
た
め
旧
手
帳
を
返
還

　
す
る
た
め
手
帳
に
代
る
証
書
を
変
．

　
付
し
ま
す
の
で
、
新
手
帳
を
受
取

　
る
と
き
引
換
に
返
し
て
い
た
．
だ
き

ま
す
。

◎
死
亡
者
で
手
帳
返
還
の
手
続
を
終

　
え
て
い
な
い
方
は
、
更
新
事
務
に

　
関
係
な
く
手
帳
と
、
印
鑑
を
持
参

　
し
て
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。

延
滞
加
算
金
の
改
正

十
月

　
「
延
滞
金
」
「
延
滞
加
算
金
」
が

三
十
八
年
十
月
一
口
か
ら
『
延
滞

金
』
一
本
建
の
名
称
に
な
り
ま
す
。

「
延
滞
金
」
は
督
促
状
発
行
の
円
と

も
十
二
日
目
か
ら
日
歩
四
銭
（
従
前

は
「
延
滞
金
」
三
銭
「
延
滞
加
算

金
」
三
銭
、
計
六
銭
）
に
な
り
、
そ

れ
以
前
の
分
は
日
歩
三
銭
と
な
り
ま

す
。
　
「
延
滞
加
算
金
」
に
は
基
礎
税

額
の
五
％
の
徴
収
限
度
（
こ
れ
以
上

徴
収
し
な
い
）
が
あ
り
ま
し
た
が
改

正
後
の
こ
れ
に
相
当
す
る
。
『
延
滞

金
』
　
（
臼
歩
二
銭
）
に
は
限
度
が
な

く
、
完
納
さ
れ
る
日
ま
で
計
算
さ
れ

ま
す
。
改
正
前
に
納
期
限
の
き
て
い

る
る
も
の
、
督
促
状
の
発
し
て
あ
る

も
の
は
、
三
十
八
年
九
月
三
十
日
ま

で
従
前
の
規
定
で
「
延
滞
金
」
日
歩
三

銭
「
延
滞
加
算
金
」
日
歩
三
銭
で
計

算
し
、
三
十
八
年
十
月
一
日
か
ら

日
か
ら

は
、
新
現
冗
の
『
延
滞
金
』
日
歩
四

銭
で
計
算
し
、
合
算
し
て
徴
収
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
十
八

年
九
月
三
十
日
ま
で
に
督
促
状
が
発

し
て
あ
る
場
合
は
、
従
前
の
規
定
の

「
延
滞
加
算
金
」
の
五
％
の
恩
典
を

認
め
、
『
延
滞
金
』
　
（
「
延
滞
加
算

盆
」
相
当
日
歩
二
銭
分
）
に
つ
い
て

も
五
％
を
限
度
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
改
正

を
機
会
に
『
延
滞
金
』
等
は
本
税
に

先
だ
っ
て
も
れ
な
く
徴
収
い
た
し
ま

す
の
で
、
納
期
内
に
完
納
し
『
延
滞

金
』
徴
収
の
必
要
が
な
い
よ
う
特
に

お
願
い
し
ま
す
。

香
典
返
し
市
内
山
本
楮
沢
敬
一

郎
氏
は
こ
の
ほ
ど
姉
ミ
ン
御
逝
去
に

よ
る
香
典
返
し
と
し
て
、
金
一
万
円

を
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
附
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　
　
本
年
度
共
同
募
金

本
年
度
十
日
町
市
の
共
同
募
金
目
標
額
は
、
百
五
万

一
千
円
（
こ
の
う
ち
才
末
た
す
け
あ
い
十
八
万
円
を

含
む
）
で
来
月
か
ら
十
二
月
ま
で
募
金
運
動
が
行
わ

れ
ま
づ
が
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
今
年
も
ど
う
ぞ
．
こ
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
道
課
か
ら
お
願
い

水
道
課
で
は
毎
月
一
日
か
ら
五
日
の
間
に
給
水
全
地

域
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
最
近
メ

ー
タ
ー
の
上
に
物
品
を
放
置
し
て
い
る
た
め
検
針
に

不
便
を
生
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す
・
検
針
日
は
毎
月

（
一
日
か
ら
五
日
）
決
つ
て
お
り
ま
す
の
で
メ
ー
タ

ー
の
上
を
で
き
る
だ
け
整
理
し
て
お
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
．

◎
川
治
地
内
の
道
路
改
良
工
事
に
よ
り
舗
装
が
完
成

し
ま
す
と
水
道
の
各
家
庭
引
込
み
工
事
が
不
可
能
と

な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
該
当
地
域
内
の
水
道
を

引
い
て
い
な
い
方
で
給
水
希
望
の
方
は
十
月
末
日
ま

で
に
印
鑑
と
設
計
手
数
料
百
円
を
持
参
の
上
水
道
課

あ
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

各
戸
に
家
族
ぐ
る
み
の
表
札
を

郵
便
受
箱
も
戸
ご
と
に

最
近
特
に
激
増
し
て
い
ま
す
家
族
宛
の
郵
便
物
な
ど

も
、
時
に
は
同
姓
の
他
の
お
家
へ
間
違
つ
て
お
届
け

し
た
り
し
て
、
と
ん
だ
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
御
座
い
ま
す
。
大
切
な
郵
便
物
や
電
報
を
、
よ
り

一
層
早
く
正
し
く
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ

う
に
家
族
表
札
を
各
世
帯
に
必
ず
掲
げ
て
い
た
だ
き

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

あ
っ
せ
ん
要
領

こ
の
運
動
期
間
中
に
郵
便
局
に
お
申
出
下
さ
い
。

　
　
郵
便
受
箱
　
一
個
　
四
百
五
十
円

　
　
家
族
表
札
　
一
枚
　
百
円
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鐸
灘
り
ず
か
2
2
％

　
　
　
　
　
診
断
は
早
く
適
切
な
治
療
を

　
九
月
一
．
卜
四
口
か
ら
結
核
予
防
週

間
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
脳
出

血
や
刀
ン
等
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
社

会
面
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
V
結
核
に
σ
い
て
ぱ
一
般
に
関
心

が
う
す
れ
て
来
た
よ
う
で
す
。
最
近

の
統
計
に
よ
る
と
結
核
患
者
の
死
亡

は
低
下
し
て
ま
す
が
、
患
者
の
発
生

率
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

結
核
対
策
が
一
応
現
在
の
段
階
ま
で

に
至
っ
た
こ
と
は
医
療
技
術
の
進
歩

と
化
学
療
法
幽
の
開
拓
に
よ
る
も
の

と
、
結
核
予
防
法
に
よ
る
毎
年
一
回

瑛
上
実
施
し
て
い
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
、
間
接
撮
影
に
よ
る
患

者
の
早
期
発
見
早
期
治
療
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
結
核
を
な
く
す
る
に
は

①
毎
年
一
回
必
す
定
期
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
。

②
結
核
菌
の
感
染
源
と
な
っ
て
い
る

潜
在
患
者
を
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
す
る
こ
と
。

③
現
在
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い
る
患

者
に
徹
底
し
た
治
療
処
理
を
す
る
こ

と
。
－
㊨
既
往
症
の
あ
る
人
は
再
発
病
を
防

ぐ
た
め
、
毎
年
一
回
必
す
健
康
診
断

を
受
け
る
こ
と
。

　
　
　
嫡
、
亀
、
、
’

◎
定
期
結
核
健
康
診
断
に
つ
い
て

　
十
日
町
市
民
の
う
ち
学
童
は
学
校

で
、
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
は
事

業
所
で
毎
年
間
接
撮
影
を
受
け
、
．
未

就
学
児
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
受

け
て
い
る
の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
家
庭
に
お
ら
れ
る
人
は
結
核
検

診
を
受
け
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
な
い

で
、
か
り
に
結
核
に
な
っ
た
と
し
て

も
結
核
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な

く
悪
化
し
て
か
ら
医
師
の
活
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
大
変
危
険
な

状
態
に
お
か
れ
ま
す
の
で
、
家
庭
に

『
お
ら
れ
る
人
は
、
市
長
が
定
め
た
日

時
場
所
で
毎
年
一
回
必
す
結
核
健
康

診
断
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

①
昨
年
の
定
期
結
核
健
康
診
断
の
受

診
成
績

0
才
～
5
才

一
6
オ
～
四
オ

一
学
童

一
3
0
オ
以
上

部
の
学
童
を
の
こ
し
て
全
部
終
了
。

間
接
撮
影
は
下
条
、
中
条
、
川
治
、

六
箇
は
済
み
ま
し
た
。
ま
だ
実
施
し

て
い
な
い
地
区
は
日
程
に
よ
り
順

次
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
一

一
人
の
こ
ら
す
受
診
し
て
下
さ
い
。

ロ

噌
尚
市
内
の
結
核
患
者
は
つ
ぎ
の
と
お

双
で
す
・

憂
肇
量
状
の
努

マ
は
通
知
し
ま
せ
ん
．

　
　
◎
結
核
患
者
調
査
状
況

　
　
　
　
（
三
十
七
年
二
月
現
在
）

　
　
（
但
し
事
業
場
関
係
を
除
く
）

②
本
年
の
結
核
健
康
診
断
妻
の
2

ち
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
一 のく22992755のう）％％％％　受

水十中下川六吉i地
　日　　　　1区
沢町条条治箇田 名

！
－
偲
入
院

　
6

　
2

　
9

　
3
　
2
　
0

　
6
　
3

膚
望

者
数
　
一

61　14　14　17

る
が
、
合
回
の
整
に
よ
縁
墨
融
に
か
か
る
軽
島
縄
の
艘

卑
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
す
る

に
足
日
書
面
（
当
該
二
輪
の
小
型
自

…
毒
）
脅
巳
、
孚
れ
ぱ
よ
い
こ
と
＼

さ
れ
た
。

年
よ
り
の
福
祉
週
間

　
　
　
　
　
　
年
よ
り
に
記
念
品

　
十
五
日
は
一
、
葎
よ
り
の
呂
」
今
年

も
年
よ
り
の
福
研
週
闘
が
、
二
十
一

日
ま
で
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

下
で
は
、
県
知
事
と
市
長
か
ら
そ
れ

｝ぞれ
敬
老
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す

が
、
知
事
か
ら
は
、
七
十
五
才
以
上

の
者
に
祝
菓
と
祝
詞
、
本
年
九
士
五

才
以
上
に
な
っ
た
者
に
は
、
祝
品
と

警
8
8
竈
2
■
韮
讐
0
3
i
O
O
一
9
彫
8
0
●
9
亀
§
O
ξ
●
0
0
●
9
層
O
■
■
0
』
0
働
9
●
，
■
8
0
嘔
■
じ
，
■
O
，
■
O
■
・
●
8
0
9
甲
9
蓼
．
．
一
■
9
0
0
じ
●
9
0
0
，
0
■
0
9
，
9
■
9
■
巳
一
〇
■
●
慶
■
8
．
9
■
唱
●

耕
運
機
の
申
告
方
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
り
ま
し
た

　
道
路
運
送
車
輌
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
昭
和
三
十
八
年
八
月

十
、
五
日
法
律
第
百
四
十
九
号
を
も
っ

て
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
伴

い
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
現
在
軽
自
動
車
を
の
ら
れ

一
て
い
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
耕
運

｝
機
）
、
及
び
陸
運
局
長
指
定
の
特
殊

扉
蒲
噛
鞭
蒜
婿
旙
鼎

｝
日
以
降
次
に
よ
り
処
置
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

原
動
機
付
自
転
車
と
同
様
そ
の
運
行

に
つ
い
て
陸
運
局
長
に
対
す
る
使
用

の
屈
出
等
の
必
要
が
な
い
こ
と
と
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
小
型
特
殊
自
動
車

に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
課
税
に
つ

’
い
て
は
申
告
書
の
受
理
標
識
の
交
付

等
、
直
接
市
に
お
い
て
こ
れ
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
小
型
特
殊
自
動
喧
に
対
す
る
従
前

　
　
　
　
　
　
　
　
．
■
O
O
O
■
，
一
一
”

一
器
露
螺
朧
墾
嬢
㎏

一
＋
月
＋
吾
以
後
で
き
る
限
り
短
期

「一
間
に
こ
れ
を
行
な
う
よ
う
計
画
中
で

｝
有
り
ま
す
が
、
近
く
嘱
託
員
を
通
じ

一
標
識
交
付
に
つ
い
て
の
一
斉
調
査
を

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
此
の
標
識
交

付
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

一
す
・

一
※
二
勢
小
型
島
車
に
つ
い
て
・

道
路
運
送
東
輌
法
第
六
十
二
条
の
規

｝
定
に
よ
る
継
続
検
査
を
受
け
る
場
合

一
に
は
、
同
法
第
九
十
七
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
納
税
証
明
書
を
提
出
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

褒
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。
一
方
市
長
か

ら
は
、
本
年
七
十
、
五
才
に
な
っ
た
者

に
は
、
ち
り
め
ん
の
ふ
く
さ
、
七
十
六

才
以
上
の
者
に
は
、
高
級
湯
春
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
各
地
域
で
実
施
の
敬
老
会

雁
、
蚕
一
一
＋
円
の
翻
金
が

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
尚
十
日
町
市

八
月
三
十
一
日
現
在
七
五
才
以
上

膿
降
－
防
t

女

十
日
町
　
　
七
七
名

ヰ
　
条
　
　
九
一
一
名
．

下
　
条
　
　
四
六
名

士
・
　
田
　
　
五
八
名

　
　
治
　
　
三
六
名

六
　
箇
　
　
一
七
名

水
　
沢
　
　
六
五
名

養
老
院
　
　
　
七
名

　
計
　
　
三
九
八
名

…一…二六九八四三
三八九四〇二一八
名名名名名名名名

天
七
五
名

一
ギ
騨

　
　
　
　
ニ

ニ
三
三
名
二
　
四
名

三
八
危
．
一
名

一
四
八
名
　
　
一
一
名

一
〇
〇
名
　
　
二
名

　
四
六
名
　
　
三
名

一
八
三
名
　
　
三
名

　
二
〇
名

〇
七
三
名
十
九
名

講
灘
響
田
キ
ヨ
さ
ん
．
九
、
、
の
二
人
で

改
善
・
れ
た
福
祉
年
金

実
現
し
た
福
祉
年
金
額
引
上
げ

　
さ
き
の
国
会
に
お
い
て
国
民
年
金

法
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
福
祉
年
金

額
の
引
上
げ
、
所
得
制
限
の
緩
和
等

が
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

①
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ

今
年
の
九
月
か
ら
老
令
福
祉
年
金
が

月
百
円
す
つ
増
額
さ
れ
、
年
額
一
万

三
千
二
百
円
と
な
る
。
ま
た
、
其
の

他
の
福
祉
年
金
は
月
三
百
円
づ
つ
の

増
額
で
瞳
害
福
祉
年
金
が
年
額
二
万

一
千
六
百
円
、
母
子
、
継
母
子
福
祉

年
金
（
子
供
一
人
の
場
合
）
が
年
額

一
万
五
千
六
百
円
と
な
る
。
尚
、
九

月
か
ら
増
額
さ
れ
る
の
で
、
実
際
に

憂
年
募
支
払
よ
り
増
響
れ

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
，
嵐
、
隔
、
ー
、
ミ
隔
ミ
、
ー
、
ミ
ミ
軸
、
ー
、
璽
、
、
、
、
、
、
、
職
、
ー
、
隔
、
ミ
』
、
』
『
、
隔
、
隔
、
隔
、
鞠
、
唾
、
噂
、
唾
、
馳
、
贈
、
隔
、
隔
、
触
、
』
、
』
、
亀
、
賑
、
軸
、
軸
、
贈
、
亀
、
隔
、
軸
、
軸
、
轍
、
鞠
、
馳
、
軸
、
b
、
亀
、
』
、
簡
、
』
、
噂
、
鞠
、
』
『
、
軸
、
隔
、
亀
、
t

。
噂
、
魁
、
隔
、
噂
、
軸
、
亀
、
隔
、
』
、
隔
、
h
、
隔
、
亀
、
㌧
、
贈
、
噂
、
唾
、
亀
、
隔
、
隔
、
亀
、
』
、
隔
、
亀
、
隔
、
隔
、
軸
、
隔
、
隔
、
』
」
、
麹
、
馳
、
魅
、
贈
、
、
、
亀
、
輌
、
』
、
亀
、
鞠
、
隔
、
馳
、
亀
、
陶
、
亀
、
隔
、
隔
、
、
、
隔
、
』
、
嫡
、
隔
、
隔
、
鞠
、
噂
、
亀
、
』
『
、
髄
、
亀
、
髄
、
軸
、
亀
、
り

大
井
田
五
連
勝
を
逸
す

中
条
が
初
優
勝

　
　
　
　
　
　
第
七
回
市
民
体
育
大
会

　
恒
例
の
第
七
回
市
民
体
育
大
会
は

秋
日
利
の
八
日
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
中
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
奏
で
入
場
式
が
あ
り
、
四

連
勝
の
大
井
田
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗

返
還
の
あ
と
、
十
日
町
小
学
校
の
鼓

笛
隊
行
進
、
水
沢
中
学
校
の
マ
ス
ゲ

ー
ム
が
あ
っ
て
男
女
六
〇
米
競
争
を

皮
切
り
に
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ィ
ル
ド
に

二
十
チ
ー
ム
が
覇
を
争
い
ま
し
た
ゆ

四
連
勝
の
大
井
田
チ
ー
ム
は
わ
す
か

十
一
点
の
差
で
惜
し
く
も
二
位
と
な

り
五
連
勝
を
逸
し
、
中
条
チ
ー
ム
が

初
優
勝
し
ま
し
た
。
成
績
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

①
中
条
一
八
九
点
②
大
井
田
一
七
八

点
①
新
座
一
六
三
・
五
点
④
吉
田
南

一
、
五
五
・
五
⑤
川
治
B
一
四
八
⑤
川

治
A
コ
壬
ハ
⑦
七
区
一
二
七
⑧
水
沢

B
一
二
七
⑨
吉
田
北
二
一
六
⑩
二
区

一
〇
六
。
【
写
真
㊤
は
障
害
物
㊦
は

樽
こ
ろ
が
し
競
走
】

②
所
得
制
限
の
緩
和

今
年
の
九
月
か
ら
は
本
人
の
所
得
の

場
合
は
十
八
万
円
、
扶
養
義
務
者

（
標
準
世
帯
．
五
人
家
族
）
の
所
得
の

場
合
は
六
十
万
円
ま
で
は
支
給
停
止

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

③
母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の
範
囲

　
拡
大

母
子
、
準
母
子
福
祉
年
金
の
支
給
要

件
は
今
ま
で
義
務
教
育
終
了
前
の
子

孫
ま
た
は
弟
、
妹
と
な
っ
て
い
た
が

一今年
の
八
月
か
ら
義
務
教
育
終
了
し

た
子
、
孫
ま
た
は
弟
、
妹
が
障
害
者

；
級
程
度
）
の
と
窪
は
二
＋
才

房
る
護
失
権
ま
た
は
年
金
額

が
減
額
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
改
正
は
、
年

金
額
の
．
引
き
上
げ
と
い
う
福
祉
年
金

一
の
受
給
権
者
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に

　一
明
る
い
事
で
す
．

の
包
装

普
及
す
る
カ
マ
ス
と
麻
袋

　
　
　
　
俵
は
全
国
で
半
分
県
内
9
7
％

に
対
し
、
十
七
・
八
％
と
急
速
な
伸

び
を
示
す
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
カ
マ
ス
を
出
荷
す
る
組
合

夏
荷
商
組
も
含
め
、
δ
九
組
合

一
約
二
十
三
％
が
と
り
入
れ
る
こ
と
に

一
な
り
ま
す
。
カ
マ
ス
、
麻
袋
に
つ
い

て
こ
の
よ
う
に
本
県
で
も
使
用
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
今
後
も
逐
次
増
え
る

’
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

一
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
も
注

毒
な
け
れ
ぱ
な
磯
い
こ
と
は
、

一
米
の
乾
燥
状
態
で
す

米
　
米
の
包
装
は
大
昔
か
ら
続
い
た
こ

の
考
え
方
も
農
業
の
近
代
化
と
と
も

に
漸
次
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
全
国
に
お
け
る
俵
の
使
用
は
、
五

十
二
・
二
％
で
約
半
数
、
あ
と
は
カ

マ
ス
三
十
四
％
、
麻
袋
七
・
三
％
、

紙
袋
六
・
五
％
年
女
俵
が
減
る
．
傾
向

に
あ
り
、
さ
ら
に
昨
年
八
月
か
ら
本

県
の
よ
う
な
軟
質
米
地
帯
に
も
麻
袋

が
使
用
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
り
、

一
層
米
の
包
装
は
、
カ
マ
ス
、
麻
袋

へ
と
変
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
本
県
に
お
い
て
の

カ
マ
ス
の
使
用
は
三
十
、
五
年
か
ら
本
ー

格
的
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
、
当
初
は

県
下
六
農
協
で
約
十
万
カ
マ
ス
程
度
』

が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
三
十
七

年
は
三
十
五
の
農
協
で
約
九
十
万
三

千
カ
マ
ス
も
使
わ
れ
、
全
出
荷
量
の

九
・
一
％
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
は
、
新
潟
食
糧
事
務
所
で
ま
と

め
た
予
想
は
、
約
一
七
一
万
カ
マ
ス
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唾 で

、
今
年
の
予
約
数
量
九
六
〇
万
個

輪
一
．
9
■
一
輯
一
〇
〇
願
一
一
一
〇
，
．
一
曽
■
一
一
■
一
■
9
．
一
一
，
●
．
■
■
一
＝
一
．
一
一
．
。
o
■
■
一
，
O

募
金
御
礼
先
般
各
戸
へ
封
筒
を

配
布
い
た
し
ま
し
た
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
募
金
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
八
月
三
十
一
日
現
在
金
八
万

マ
吾
七
＋
円
の
叢
績
で
す

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

幅
一
ξ
；
一
＝
＝
＝
一
＝
3
－
．
．
亀
＝
－
3
3
＝
・
一
一
騨
．
＝
一
一
．
＝
．
＝
．
P

　
昭
和
三
十
八
年
度
後
期
技
能
検
定

1
、
実
施
職
種
　
　
七
職
種

　
建
築
大
工
、
鉄
工
、
回
転
電
機
組
立
工
、
洋
服
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
建

　
築
工
、
車
輌
現
図
工
、
金
属
塗
装
工

※
建
築
大
工
以
外
は
新
規
実
施
職
種
で
す
。
な
お
、
一
級
回
転
電
機

　
組
立
工
は
本
県
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

2
、
第
一
次
試
験
申
清
書
受
付
期
問
九
月
十
六
日
（
月
）
～
十
月
五

日
（
土
）

3
、
第
一
次
試
験
　
回
転
電
機
組
立
工
、
洋
服
工
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

　
工
、
金
属
塗
装
工
十
一
月
十
日
（
日
）
建
築
大
工
、
鉄
工
、
殖
輌

　
現
図
工
十
一
月
十
七
日
（
日
）

4
、
第
一
次
試
験
合
格
発
表
十
二
月
十
日

5
、
第
二
次
試
験
受
験
申
請
書
受
付
期
間
十
二
月
十
六
日
（
月
）
～

　
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）

6
、
第
二
次
試
験
実
施
期
間
三
十
九
年
一
月
十
二
日
（
日
）
～
二
月

　
二
十
九
日
（
土
）

7
、
合
格
発
表
三
十
九
年
五
月
十
一
日
（
月
）

8
、
第
一
次
試
験
全
部
免
除
申
請
受
付
期
間
三
十
九
年
九
月
十
六
H

　
（
月
）
～
十
月
五
日
（
土
）

※
受
験
申
請
書
用
紙
は
新
潟
市
学
校
町
一
番
町
県
職
業
訓
練
課
宛
申

　
込
む
こ
と
。

尚
返
信
切
手
十
円
を
同
封
し
て
申
込
む
こ
と
。

1“．rl臼”川””1川・1陰1”、1量8”川．”gII’”陰51”1巳1’川昌1”歴II’川♂・胴・BI川lll。”II川匿50唇・・II川罵1，”・IO川師o巳・…1一”川‘。

　
は
じ
め
に

　
「
む
か
し
の
こ
と
」
な
ど
と
い
う

と
、
な
ん
と
な
く
エ
ラ
ソ
ウ
ナ
こ
と

を
い
っ
た
り
、
リ
ク
ツ
め
い
た
こ
と

を
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
何
に
つ
け
て
も
ハ
ッ
・

キ
リ
筋
道
の
と
お
っ
た
理
論
づ
け
を
・

し
て
い
く
こ
と
は
一
番
大
事
な
こ
と

で
す
け
れ
ど
も
、
理
論
づ
け
る
こ
と

ぱ
か
り
に
こ
だ
わ
っ
て
、
私
た
ち
の

身
の
廻
り
に
あ
る
小
さ
な
こ
と
を
忘

れ
る
よ
う
で
は
困
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
何
百
年

か
の
古
い
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
づ
け

て
き
て
い
る
も
の
が
、
思
い
が
け
な

い
形
で
…
ー
ホ
ン
ト
に
思
い
が
け
な

い
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
は
私

た
ち
が
気
の
つ
か
な
い
う
ち
に
、
い

つ
の
ま
に
か
薄
れ
て
い
消
え
て
い
く

9～己・、
よ
う
で
す
。

　
　
苦
の
も
の
が
い
い
と
か
わ
る
い
と

　
か
、
昔
の
こ
と
を
な
つ
か
し
む
と
い

　
う
よ
う
な
こ
と
と
は
別
に
、
私
た
ち

　
の
ま
わ
り
に
あ
る
小
さ
な
も
の
1

　
昔
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
も
の

　
を
拾
っ
て
み
て
、
皆
で
そ
の
意
味
を

　
考
え
た
り
、
そ
れ
か
ど
ん
な
形
で
く

、
ら
し
の
中
に
生
き
て
い
る
か
を
見
て

　
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
こ
の
よ
う

　
な
も
の
に
気
づ
き
ま
し
た
ら
、
市
役

一
所
広
報
係
あ
て
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

　
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
ミ
チ
キ
リ

　
　
殉
盆
過
ぎ
に
美
佐
島
地
．
区
（
十
口

　
町
の
山
地
の
こ
と
）
へ
入
っ
て
み
ま

　
し
た
ら
、
大
池
部
落
で
な
つ
か
し
い

　
も
の
に
出
あ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
｛
◆

　
ミ
チ
キ
リ
（
道
切
り
i
写
真
）

は
、
中
里
村
な
ど
で
は
、
、
T
、
チ
シ
ギ
リ

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
別
に
他

処
に
例
を
と
る
ま
で
も
な
く
、
市
内

の
山
地
部
落
で
も
つ
い
最
近
ま
で
各

所
に
み
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
チ

ョ
ッ
ト
し
た
と
こ
ろ
で
な
つ
か
し
ん

だ
人
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
し
よ
う

　
ミ
チ
キ
リ
は
、
伝
染
病
（
“
は
や

り
や
ま
い
”
と
い
い
ま
し
た
）
や
魔

物
な
ど
が
村
に
は
い
っ
て
く
る
の
を

防
ご
う
と
し
て
、
村
境
や
部
落
の
入

口
な
ど
に
シ
メ
ナ
ワ
を
張
っ
て
お
く

も
の
で
す
。
一
緒
に
大
き
な
草
履
や

わ
ら
じ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
お
く
と
こ
ろ

も
あ
り
、
こ
ん
な
大
き
な
も
の
を
履

く
よ
う
な
強
い
神
様
が
い
る
か
ら
、

悪
魔
が
入
っ
て
き
て
も
押
え
て
し
ま

う
意
味
な
ん
だ
と
い
い
ま
す
し
、
ま

じ
な
い
の
木
の
葉
な
ど
を
さ
げ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
大
池
部
落
で
は
、
植
付
け
の
済
ん

だ
田
休
み
に
、
村
中
が
弁
天
様
に
集

ま
っ
て
除
け
の
お
ま
つ
り
を
し
た
あ

と
で
、
村
に
入
っ
て
く
る
道
汝
に
吊

る
の
だ
と
い
い
ま
す
。
こ
の
お
ま
つ

り
は
、
神
様
に
ノ
リ
ト
を
あ
げ
、
湯

立
て
を
行
な
っ
た
り
し
ま
す
。
湯
立

て
行
事
も
最
近
は
珍
し
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
火
葱
ド
ン

ド
ン
た
い
て
大
釜
に
湯
を
沸
か
し
、

そ
の
湯
に
漫
し
た
笹
の
葉
で
ま
わ
り

の
人
た
ち
に
振
り
撒
く
も
の
で
、
、
け

が
れ
を
払
い
身
を
清
め
る
意
味
の
も

の
で
す
。

　
シ
メ
ナ
ワ
は
と
く
に
変
っ
た
．
も
の

で
な
く
、
毎
年
適
当
な
家
に
頼
ん
で

つ
く
っ
て
も
ら
う
も
の
だ
そ
う
で
、

神
様
の
名
を
書
き
い
れ
た
木
札
が
付

け
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
医
学
の
発
達
が
行
き
届
か
す
、
科

学
的
な
考
え
も
得
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
時
代
の
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
う
い

う
や
り
方
で
し
か
災
難
を
除
け
・
り
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
．

し
よ
う
。

　
私
た
ち
も
、
い
よ
い
よ
ど
ろ
し
ょ

う
も
な
く
な
っ
た
と
き
、
最
後
の
神

頼
み
す
る
こ
と
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
代
が
移
っ
て
も
人
間
の
気
持

に
は
変
り
が
な
い
も
の
の
よ
う
で
す

ね
。
　
　
　
　
（
市
社
会
教
育
課
）

脚
・
…
…
…
一
・
…
－
・
一
…
・
…
一
－
・
…
・
…
…
・
・
一
・
…
曹
9
・
…
印
・
－
…
9
玉
杢
酒
）
に
蔑

㎜
（
纒
解
鶉
菱
購
瀦

に
「
天
下
も
ろ
も
ろ
の
神
出
雲
の
国

に
行
き
て
、
異
国
に
神
無
き
が
ゆ
え

に
か
み
な
し
月
と
い
う
」
と
あ
る
。

万
葉
集
に
は
「
昧
飯
（
う
ま
い
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
み
な
し
4

一
．
．
…
．
」
と
あ
る
の
で
蔑
月
の
礫

一
と
も
受
け
取
れ
る
。
ま
た
江
戸
時
代

の
国
学
者
の
加
茂
頁
淵
は
「
こ
の
月

一
＋
月
の
解
説

ぽ
票
す
っ
か
£
妻
っ
て
い
る

猛
か
薫
量
る
」
と
い
う

一
説
を
と
な
え
て
い
る
。
い
す
れ
に
し

て
も
陽
暦
の
十
一
月
ご
ろ
の
こ
と
に

あ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
貨
巾

露
霜
や
ど
ん
ぐ
り
走
る
笛
先

　
　
　
　
　
　
　
　
暁
癖

草
の
根
に
か
く
れ
し
鮒
や
落
1
．
脹
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